




主  論  文 
（Comparison of the quantitative measurement of 18F-FDG PET/CT and 
histopathological findings in IgG4-related disease） 
（18F-FDG PET / CT の定量的測定と IgG4関連疾患の組織病理学的所見の比較） 
（辻創介, 岩本直樹, 寶來吉朗, 藤川敬太, 藤田雄也, 福井翔一, 井手口怜子, 道
辻徹, 西畑伸哉, 岡本百々子, 辻良香, 遠藤友志郎, 清水俊匡, 住吉玲美, 古賀智
裕, 川尻真也, 井川敬, 一瀬邦弘, 玉井慎美, 中村英樹, 折口智樹, 工藤崇, 川上
純） 




緒   言 
IgG4関連疾患 (IgG4-RD) において, IgG4-RD の臓器関与を検出するための 18F-フル
オロデオキシグルコース (FDG) 陽電子放出断層撮影/コンピューター断層撮影 






本研究の目的は, PET/CT イメージングの定量分析を用いて, IgG4-RD の管理における
18FDG-PET/CTイメージングの有用性を評価することである。21人の IgG4-RD患者を




最大標準取り込み値 (ROI) (SUVmax) と ROI内の平均 SUVmean (SUVmean) を測定した。
対照組織として肝臓の SUVmeanも測定した。次に, ROIの SUVmeanと SUVmean/肝臓の
比を計算した。 
結   果 
診断時年齢は 64.5±11.9 歳,血清 IgG4は 743.8±584.1 mg/dlであり,生検は 24部位




れぞれ 2.17 vs 1.52 p<0.05)。生検を考慮するための SUVmeanのカットオフ値を確立
するために,受信者動作特性 (ROC) 曲線を構築した。ROC曲線分析は, SUVmean=4.074
を IgG4-RD関連病変を識別するカットオフ値として示した。 
考   察 





するために SUVmean を計算することが望ましいと考えられた。 
SUVmeanと SUVmean /肝臓 SUVmean の比較においては、ROC 曲線分析では、肝代謝の影響を
考慮した値である SUVmean /肝臓 SUVmean の値を使用した AUCが、SUVmean の値を使用した
AUC と比較して高値であり、SUVmean /肝臓 SUVmean が IgG4-RDにおける病変の状態をより反
映していると思われた。 
本研究の問題点として、症例数が少なく、各臓器でのカットオフ値を算出できなかったこ
と、他疾患との鑑別における PET検査の有用性を明らかにしていないことがあげられる。今
後、より多数例で本研究と同様の解析を行い、各臓器別の適切なカットオフ値を算出する必
要がある。 
